














西成区の住民 20,000 人のうち 9,000 人が生活保護である。 あいりん地区の約 95％が男性である。
日雇い労働者が多いため。女性は居酒屋等を営む。
生活保護受給者のうち 8,000 人が 65 歳以上である。
 あいりん地区住民の平均寿命は全国平均より 10 年短い。あいりん地区住民の部屋面積は平均で約 6.38 ㎡である。
日本の一世帯あたりの住宅の面積は、約 94.13 ㎡
萩之茶屋小学校の現在の在校生は 50 人で、2015 年 3月
で廃校になる。
■あいりん地区の状況














It is concerned about youth leaving Nishinari now. One of the factors is it in Airin-chiku. 
There is Airin-chiku where the image such as the slum of Japan in Nishinari. Nishinari 
inhabitants tend to want to hide that they live in Nishinari because of the bad image.   
On the other hand, Osaka-shi pushes forward the forced removal of the homeless 
people tent and stall. Homeless people who lost sleeping place gather in the 
Airin-chiku one after another. It is said that there are approximately 600 homeless 
people in Airin-chiku. Such as forced removal or the temporary homeless shelter do not 
become the homeless measures. As for such superficial measures, expenses increase than 
long-term support and also this solution is a bit less run-time efficient to improve public safety. 
I want to suggest the facilities to let a homeless people come back to their normal life in the 
long term. The homeless people feels society and joy about again here. 














施設数：2006 年 3月 31 日現在で、大阪市に 4箇所（定員 1,440 名）ある。
利用希望度：2003 年 1月～2月のホームレス約 2,000 人に対する面接調査の結果、シェルターを利用したいと思う割合
は 16.3%、思わない割合は 54.5%であった。思わないと答えたうちの 32.5%は「他人に干渉されたくないから」、
11.6%は「寝場所はあるから、他からの援助は必要ないから」を理由に挙げている。


























































































入所 生活リズムを戻す 職業訓練 働く 卒業 ( 社会復帰）
「施設での流れ」
「施設」
ホームレスの方や生活保護受給者に 6～12 ヶ月間の「就労リハビリ」という就労支援を実施していく。働くことから遠
ざかり、就労意欲も下がってきている方に、再び働く機会を提供し、本格的な就労へのステップを提供していく施設。
■このホームレスシェルターに入所してからの流れ
「仕事内容」
・自転車修理
・レンタサイクルの運営 (HUBchari）
・植物工場の運営
・生産された野菜の販売
ここは一時的な避難の施設ではなく、長期にかけて社会復帰に向けて就労支援と一体化した施設である。ここで身につ
けた技術は卒業後も生かされ、施設外に設置されるレンタサイクル屋や植物工場で働くことができ、自立に繋がる。
■囲む
ホームレスの方が公園のフェン
スや塀にへばりつくように生活
しているように、壁にくっつく
ように、敷地を囲むように配置
■表裏
表はパブリック、裏はプライベー
トである。
二種類の庭や部屋が存在し、見せ
るもの、見せないものを分ける。
それは社会との繋がりや個の居場
■でこぼこ
でこぼこの凹の場に滞留性が
生まれる。
その滞留性は人を中の空間に
誘うきっかけになりうる。
■出入り口
凹がボ出入り口となる。
露天商たちが道や公園の凹みを
見つけて出展するイメージであ
ポケットパーク・オープンカフェ
シェルター入所者のヤード
パブリックパーク
様々なタイプの庭
入所者の動線
訪問者の動線
■形態の操作
■配置と動線について
動線
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シェルター
共有リビングダイビング
露店特区
植物工場
事務室・保健室・カウンセリングルーム
トイレ・シャワールーム・洗濯場
レンタサイクル・自転車修理工場
教室
寝室は個室になり、キッチン・リビング・ダイニング、
トイレ・シャワールーム、洗濯場は共同である。
共同のキッチン・リビング・ダイニング、トイレ・シャ
ワールーム、洗濯場は小さめのスケールでいくつかに
点在する。
一カ所にまとめず、いくつかに分けることで、共同生
活に或る程度の選択制や自由も生まれる。
長期滞在のホームレスの方々の居場所を確保しつつ、
社会性を取り戻す場にもなっている。
露店・レンタサイクルや植物工場は道路添いとバブリッ
クパーク側に配置する。
また、露天やレンタサイクルは滞留性のある凹の部分が
入り口となっている。
植物工場も凹に配置することで、滞留する人々に生産す
裏庭にあたるプライベートパークにも滞留性がある。
この滞留スペースで入所者たちのコミュニケーションが
起こることを期待する。
また、囲まれている安心感も提供でき、凹みを利用しな
がら、自分たちで使いやすいようにカスタマイズしてい
くことも期待したい。
一階居室の配置 二階居室の配置
滞留
三階居室の配置
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